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「
旧
武
藤
山
治
邸―

旧
鐘
紡
舞
子
倶
楽
部―

」
は
、
鐘
紡
※

の
中
興
の
祖
と
言

わ
れ
、
衆
議
院
議
員
と
し
て
活
躍
し
た
武
藤
山
治
（
一
八
六
七
年―

一
九
三
四

年
）
が
、
明
治
四
〇
年
に
舞
子
海
岸
に
建
て
た
住
宅
で
す
。

　

武
藤
山
治
が
亡
く
な
っ
た
後
は
、鐘
淵
紡
績
㈱
に
よ
り
「
鐘
紡
舞
子
倶
楽
部
」

と
し
て
従
業
員
の
厚
生
施
設
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
石
海
峡
大
橋
建

設
に
伴
う
国
道
二
号
の
拡
張
工
事
の
た
め
、平
成
七
年
に
和
館
は
取
り
壊
さ
れ
、

洋
館
の
み
が
垂
水
区
狩
口
台
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
に
兵
庫
県
は
、
建
物
と
共
に
家
具
・
絵
画
お
よ
び
蔵
書
等
調
度

品
に
つ
い
て
カ
ネ
ボ
ウ
㈱
よ
り
寄
贈
を
受
け
、
同
年
よ
り
建
物
の
縁
の
地
で
あ

る
県
立
舞
子
公
園
へ
の
移
築
・
修
復
工
事
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
移
築
・
修
復
工
事
の
竣
工
に
よ
り
、
舞
子
浜
を
代
表
す
る
昔
日
を
し
の

ぶ
松
林
と
調
和
し
た
海
峡
風
景
を
楽
し
み
、
明
治
期
の
往
年
の
別
荘
文
化
、
西

洋
館
の
生
活
様
式
を
あ
り
の
ま
ま
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
舞
子
公
園
の
新
た
な

名
所
が
誕
生
し
ま
し
た
。

き
ゅ
う 

む
と
う 

さ
ん 

じ 

て
い

き
ゅ
う
か
ね
ぼ
う
ま
い 

こ    

く　

ら　

ぶ

1

旧
武
藤
山
治
邸
と
舞
子
地
域
の
生
活
基
盤
の
歴
史

旧
武
藤
山
治
邸―

旧
鐘
紡
舞
子
倶
楽
部―

※鐘紡
カネボウ株式会社（旧東京綿商社、旧鐘淵
紡績、旧鐘紡）は、明治十九年創立の東京
綿商社を始まりとする。明治二十二年，隅
田川河畔の鐘淵工場で操業を開始したこと
に因み，翌年社名を鐘淵紡績と改称。一時
三井の傘下にあったが、日清戦争ごろから
合併などで急発展、製糸、羊毛、人絹に
も進出した。 現在は会社再建に伴い、化粧
品事業は株式会社カネボウ化粧品、化粧品
以外の事業はクラシエホールディングス株
式会社、繊維業をＫＢセーレン株式会社が
それぞれ引き継いでいる。

昭和期の武藤邸

)
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武
藤
山
治
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
年
）
に
現
在
の
岐
阜
県
海
津
市
で
生
ま

れ
ま
し
た
。

　

慶
応
義
塾
を
卒
業
後
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
。
三
井
銀
行
を
経
て
、
明
治

二
十
七
年
（
一
八
九
四
年
）
に
傘
下
の
鐘
淵
紡
績
に
入
社
。
外
資
導
入
な
ど
、

新
し
い
経
営
手
法
を
取
り
入
れ
、
鐘
紡
を
日
本
有
数
の
企
業
に
育
て
、
大
正

一
〇
年
（
一
九
二
一
年
）
に
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
社
長
就
任
後
は
、
温
情

主
義
・
家
族
主
義
的
な
経
営
で
従
業
員
の
福
利
厚
生
を
重
視
し
、
待
遇
改
善
に

努
め
ま
し
た
。
日
本
初
と
な
る
社
内
報
の
発
行
の
ほ
か
、
福
利
厚
生
に
は
社
内

に
乳
児
保
育
所
や
共
済
組
合
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
年
）
に
は
衆
議
院
議
員
に
当
選
。
政
界
引
退
後
は
、

福
沢
諭
吉
の
残
し
た
時
事
新
報
を
立
て
直
す
べ
く
社
長
を
勤
め
ま
し
た
。

　

実
業
家
、
政
治
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
ま
た
芸
術
面
で
も
「
蕪
村

画
集
」
を
発
行
す
る
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
業
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

武
藤
山
治
と
は

武藤山治（1867 ～ 1934 年）

２

慶
応
三
年

一
八
六
七
年

三
月
一
日　

美
濃
国
安
八
郡
蛇
池
村
（
現
在
の
岐
阜
県
海
津
市
）
の
庄
屋
に
生
ま
れ
る
。

本
名
は
佐
久
間
山
治
。

明
治
十
七
年

一
八
八
四
年

慶
応
義
塾
卒
業
。

明
治
十
八
年

一
八
八
五
年

三
年
間
ア
メ
リ
カ
に
留
学
。
帰
国
後
、「
武
藤
」
に
改
姓
す
る
。

明
治
二
十
六
年

一
八
九
三
年

中
上
川
彦
次
郎
（
※
１
）
率
い
る
三
井
銀
行
入
社
。
神
戸
支
店
副
支
配
人
を
歴
任
。

明
治
二
十
七
年

一
八
九
四
年

三
井
傘
下
の
鐘
淵
紡
績
（
株
）（
以
下
、「
鐘
紡
」）
に
入
社
。
外
資
の
導
入
、
科
学
的
管

理
法
な
ど
、
新
た
な
経
営
手
法
を
導
入
し
て
業
績
悪
化
の
鐘
淵
紡
績
の
復
興
に
尽
く
す
。

明
治
三
十
九
年

一
九
〇
六
年

鈴
木
久
五
郎
（
※
２
）
に
よ
る
鐘
紡
株
買
占
め
（
呉
錦
堂
（
※
３
）・
鈴
久
事
件
）
に
よ
り
、

鐘
紡
を
退
社
。
二
年
後
再
入
社
し
、
専
務
と
な
る
。

明
治
四
〇
年

一
九
〇
七
年

武
藤
山
治
邸
を
舞
子
の
地
に
建
設
。
設
計
者
は
大
熊
喜
邦
（
※
４
）。

大
正
一
〇
年

一
九
二
一
年

鐘
紡
社
長
就
任
。
温
情
主
義
・
家
族
主
義
的
な
経
営
で
従
業
員
の
福
利
厚
生
を
重
視
、

有
力
企
業
に
育
て
た
。

大
正
十
二
年

一
九
二
三
年

政
界
浄
化
と
経
済
的
自
由
主
義
を
目
指
し
、「
実
業
同
志
会
」（「
国
民
同
志
会
」）
を
結
成
。

会
長
と
な
る
。

大
正
十
三
年

一
九
二
五
年

衆
議
院
議
員
に
当
選
。

昭
和
五
年

一
九
三
〇
年

鐘
紡
社
長
を
辞
任
し
、
議
員
活
動
に
専
念
。

昭
和
七
年

一
九
三
二
年

政
界
を
引
退
。
国
民
の
政
治
教
育
の
た
め
に
國
民
會
舘
（
※
５
）
を
設
立
。

福
沢
諭
吉
が
創
刊
し
た
時
事
新
報
の
社
長
に
な
る
。

昭
和
九
年

一
九
三
四
年

「
番
町
会
を
暴
く
」
で
帝
人
事
件
の
疑
惑
を
報
道
。

そ
の
後
、
狙
撃
さ
れ
、
翌
日
死
去
。

福
沢
諭
吉
の
甥
。
安
政
一
年
八
月
十
三
日
中
津
に
生
ま
れ
る
。
慶

応
義
塾
卒
業
後
、
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
。
明
治
二
十
一
年
三
井
銀
行

に
入
社
。
革
新
的
な
経
営
を
行
な
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

※
１　

中
上
川
彦
次
郎
（
な
か
み
が
わ　

ひ
こ
じ
ろ
う
）

安
政
元
年
に
中
国
浙
江
省
慈
渓
県
で
誕
生
。
明
治
十
八
年
に
来
日
、

長
崎
で
貿
易
業
を
始
め
る
。
明
治
二
十
一
年
山
陽
電
鉄
が
延
伸
に

伴
い
、
海
岸
線
の
土
地
入
手
を
始
め
る
。
明
治
三
十
七
年
日
本
に

帰
化
（
翌
年
に
か
け
て
舞
子
の
土
地
を
入
手
、
登
記
）。
こ
の
頃
、

鐘
紡
株
四
万
株
取
得
し
、
鈴
木
久
五
郎
と
仕
手
戦
を
繰
り
広
げ
る
。

明
治
四
〇
年
東
亜
セ
メ
ン
ト
を
設
立
し
、
松
海
荘
・
移
情
閣
は
そ

の
セ
メ
ン
ト
製
品
を
用
い
て
建
設
し
て
い
る
。

※
３　

呉
錦
堂
（
ご　

き
ん
ど
う
）

明
治
一
〇
年
東
京
麹
町
に
生
ま
れ
る
。
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学

建
築
学
科
を
卒
業
し
、
横
河
工
務
所
に
勤
め
る
。
明
治
四
〇
年
大

蔵
省
臨
時
建
築
部
に
入
り
、
議
事
堂
建
築
を
完
成
に
導
く
。

主
な
作
品

　

内
閣
文
庫
（
明
治
四
十
四
年
、
現
在
は
明
治
村
に
移
築
）

　

山
口
県
庁
舎
・
議
事
堂
（
大
正
五
年
、
武
田
五
一
と
共
同
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
議
事
堂
は
国
指
定
重
要
文
化
財
）

　

国
会
議
事
堂
（
昭
和
十
一
年
竣
工
）
な
ど

※
４　

大
熊
喜
邦
（
お
お
く
ま　

よ
し
く
に
）

明
治
一
〇
年
八
月
二
十
二
日
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
八
丁
目
村
に
生
ま

れ
る
。
東
京
専
門
学
校(

現
・
早
稲
田
大
学)

卒
業
。
株
式
相
場
師

と
し
て
知
ら
れ
、
日
露
戦
争
後
に
株
式
投
機
で
巨
富
を
得
、「
成
金
」

と
よ
ば
れ
た
。

※
２　

鈴
木 

久
五
郎
（
す
ず
き 

き
ゅ
う
ご
ろ
う
）

昭
和
八
年
に
武
藤
山
治
が
私
財
を
投
じ
て
、
大
阪
城
の
正
面
に

設
立
。
当
時
、
大
阪
で
は
数
少
な
い
大
ホ
ー
ル
に
大
勢
の
聴
衆

が
集
い
、
国
民
の
政
治
教
育
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。
ま
た
、

講
演
会
の
内
容
を
記
録
し
た
「
国
民
講
座
」
は
全
国
の
書
店
で

発
売
さ
れ
た
。

※
５　

國
民
會
舘
（
こ
く
み
ん
か
い
か
ん
）
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今
回
の
移
築
・
修
復
工
事
で
は
、
先
の
移
築
で
行
な
わ
れ
た
不
正
確
な
修
復

部
分
を
厳
密
に
考
証
し
直
し
、
指
定
文
化
財
に
比
し
て
も
遜
色
の
な
い
技
法
に

よ
り
、
舞
子
浜
に
建
設
さ
れ
た
当
初
の
姿
に
復
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
武
藤
治
太
氏
に
ご
提
供
い
た
だ
い
た
写
真
を
参
考
に
、
で
き
る
限
り

厳
密
に
内
外
を
復
し
て
い
ま
す
。

　

管
理
棟
は
建
設
当
初
に
建
て
ら
れ
て
い
た
撞
球
室
（
ビ
リ
ヤ
ー
ド
室
）
を
参

考
に
外
部
を
修
復
し
、
必
要
な
面
積
を
確
保
す
る
た
め
に
規
模
を
ひ
と
ま
わ
り

拡
張
し
て
い
ま
す
。
内
部
は
当
時
の
類
例
を
参
考
に
し
て
お
り
、
細
部
に
つ
い

て
は
洋
館
の
意
匠
を
取
り
入
れ
な
が
ら
新
規
に
設
計
し
直
し
ま
し
た
。

移
築
・
修
復
方
針

ベランダの軸組みは工事の都合上、洋館
本体がほぼ完成した後に工事がなされた

わずかに残された当初のペンキは何度
も塗り重ねられて層をなしている。写
真の左から右に向けて古い色になる

3

漆喰塗の下地となる木摺を終えた状態

当初は煉瓦と石積みであった基礎は、
構造上の理由から鉄筋コンクリート
と石積みによって修復された

2階軸組（2009 年 11 月頃）

複雑な形状をもつ漆喰塗の天井蛇腹
は手仕事で修復された（木は定規と
して使われる）

昭和期の武藤邸
建設時には撞球室（写真右）が
付設されていました。洋館の奥
には和館が併設されています。

玄関の柱や手摺は当初の形状に忠実に
修復された

構造補強用の専用金具

屋根の天然スレートを葺いている様子

今回移築・修復後の武藤邸
再移築に際しては、事務空間を
確保することが必要となったた
め、撞球室の形態を基本として
管理棟（写真左奥）が整備され
ています。

移築・修復の経緯
　明治 40年（1907 年）建設。
　平成   ７年（1995 年）垂水区狩口台に移築。
　平成 19年（2007 年）県立舞子公園への移築・修復工
　　　　　　　　　　　  事始まる。
　平成 22年（2010 年）再移築・修復工事完工。
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武
藤
山
治
の
使
用
し
た
書
斎
に
は
沢
山
の
書
籍
が
壁
側
の
書
棚
に
並
び
、
訪

れ
る
人
は
武
藤
の
読
書
量
に
驚
嘆
す
る
。
更
に
驚
く
こ
と
に
書
籍
の
六
十
三
％

を
洋
書
が
占
め
て
い
る
。

　

武
藤
が
英
語
に
堪
能
な
の
は
当
然
と
し
て
、
本
を
読
む
ス
ピ
ー
ド
は
人
一
倍

速
い
の
で
有
名
だ
っ
た
。
武
藤
は
外
国
の
本
を
片
っ
端
か
ら
取
り
寄
せ
て
読
ん

だ
。
武
藤
が
住
吉
の
居
宅
に
移
る
こ
ろ
に
は
舞
子
の
書
棚
に
は
和
洋
合
わ
せ
て

一
七
五
〇
冊
の
本
が
並
ん
で
い
た
。
当
時
の
輸
入
書
店
は
、
日
本
で
は
「
丸
善

商
社
書
店
」
が
独
占
し
て
い
た
の
で
、
武
藤
は
「
注
文
し
た
本
は
ま
だ
入
ら
ぬ

か
」
と
何
時
も
丸
善
に
催
促
し
て
い
た
と
い
う
。

　

月
末
に
な
る
と
丸
善
か
ら
請
求
書
が
会
社
の
武
藤
宛
に
送
ら
れ
て
く
る
。
金

額
は
二
〇
〇
円
ほ
ど
で
、武
藤
の
若
い
頃
は
月
給
を
オ
ー
バ
ー
す
る
額
だ
っ
た
。

こ
の
た
め
「
そ
う
か
、
家
か
ら
持
っ
て
こ
な
き
ゃ
」
と
家
か
ら
代
金
を
持
っ
て

こ
ら
れ
た
と
当
時
の
部
下
は
語
っ
て
い
る
。

　

書
籍
を
詳
細
に
見
て
い
く
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
関
す
る
本
が
驚
く
ほ
ど
多
い
。

　

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
強
力
な
軍
隊
を
組
織
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
席
巻
し
た
理
由
、

又
モ
ス
ク
ワ
ま
で
遠
征
し
て
敗
退
し
た
理
由
を
武
藤
は
研
究
し
た
。

　

ナ
ポ
レ
オ
ン
に
関
す
る
原
書
が
五
〇
冊
ほ
ど
あ
り
、
い
か
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
か
、
ま
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
偉
大
さ
に
傾
倒
し
、
戦
い
で
は

戦
略
、
戦
術
の
重
要
な
こ
と
を
ナ
ポ
レ
オ
ン
か
ら
学
ん
で
い
た
こ
と
が
伺
え

る
。
ロ
シ
ア
へ
進
軍
し
て
の
戦
術
、
戦
略
を
調
べ
る
た
め
に
、
ロ
シ
ア
語
の
本

を
二
〇
冊
程
度
購
読
し
た
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

舞
子
時
代
、武
藤
は
趣
味
と
し
て
囲
碁
に
打
ち
込
ん
で
い
た
と
言
わ
れ
る
が
、

旧
武
藤
山
治
邸
の
書
斎
・
収
集
品

　

書
籍
に
も
囲
碁
関
係
の
本
が
四
十
八
冊
見
受
け
ら
れ
、
余
暇
に
は
１
人
で
囲
碁

を
研
究
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
大
日
本
文
明
協
会
の
編
集
し
た
論
文
が
一
四
四
冊
揃
え
ら
れ
て

い
る
の
が
目
を
引
く
。
内
容
は
政
治
、
経
済
、
社
会
、
宗
教
、
科
学
、
教
育
、

民
衆
、
芸
術
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
こ
れ
を
読
め
ば
世
の
中
の
動
き
が
分
か
る

と
い
う
大
部
な
も
の
で
あ
る
。

（
國
民
會
舘　

松
田
尚
士
氏
に
よ
る
解
説
）

4

書斎の様子

数多くの洋書が収められた書棚

収集品
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旧
武
藤
山
治
邸
は
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
年
）
に
建
て
ら
れ
た
、
木
造
二

階
建
て
の
コ
ロ
ニ
ア
ル
様
式
の
西
洋
館
で
、
設
計
は
当
時
横
河
工
務
所
に
勤
め

て
い
た
大
熊
喜
邦
（
後
に
国
会
議
事
堂
な
ど
多
く
の
官
公
庁
建
築
を
主
導
）
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

下
見
板
張
り
、
天
然
ス
レ
ー
ト
葺
、
そ
し
て
海
に
面
し
て
張
り
出
し
た
優
雅

な
ベ
ラ
ン
ダ
が
特
徴
で
す
。
外
観
は
二
度
の
移
築
に
よ
り
、
構
造
材
の
大
部
分

や
外
装
材
の
一
部
は
新
材
で
再
現
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
建
具
や
内
装
の
仕
上

げ
材
は
建
築
当
初
の
も
の
が
残
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
写
真
等
を
も
と
に
、
正

確
な
修
復
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
暖
炉
、
家
具
調
度
品
な
ど
は
当
時
の
ま
ま
残
っ

て
お
り
、
明
治
期
の
西
洋
館
の
住
宅
形
式
や
当
時
の
実
業
家
が
ど
の
よ
う
に
生

活
し
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
非
常
に
貴
重
な
建
物
で
す
。

旧
武
藤
山
治
邸
の
見
ど
こ
ろ

5

屋根 窓 ヴェランダ（１階）

漆喰 玄関ポーチ ヴェランダ（２階）

２階　貴賓室

１階　応接室

１階　食堂
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6

マントルピース 灯具 ステンドグラス

家具 美術品 階段

南立面図面

北面立面図

外観図

旧武藤山治邸 管理棟※

旧武藤山治邸管理棟※

※管理棟は建設当初の撞球室の外観を元にして新たに建設されたものです。
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２階

１階

建築概要

　敷地面積：約 1,287㎡
　建築年代：明治 40年（1907 年）
　　　　　　平成   7 年（1995 年）移築
　規　模　：総建築面積　約 292.7㎡
　　　　　　総延床面積　約 422.4㎡
　建 造 物：旧武藤山治邸　木造２階建
　　　　 　 管　理　棟　　木造一部ＲＣ造２階建

移築・修復概要

　事　業　主：兵庫県神戸県民局
　監　　　修：足立裕司（神戸大学大学院）
　設計・監理：財団法人 建築研究協会
　施　工　者：株式会社 中島工務店
　工事期間    ：平成 19年 12月～平成 22年 10月

利用案内

　開館時間　午前 10時～午後 5時
　休  館  日　月曜日
　　　　　　※但し祝日の場合は開館し、火曜日が休館日となります
　入  館  料　大　人 100 円
　　　　　　高校生　50円
　　　　　　中学生以下　無料

　交通案内　電　　車　JR「舞子」駅下車　徒歩５分
　　　　　　　　　 　　山陽電車「舞子公園」駅下車　徒歩５分
　　　　　　高速バス 　「高速舞子バスのりば」下車　徒歩５分
　　　　　　乗  用  車　舞子公園南地区の駐車場をご利用下さい。

　お問合せ　兵庫県立舞子公園
　　　　　   旧武藤山治邸　－旧鐘紡舞子倶楽部－
　　　　　　電話番号　 （078）785-8610 

館案内

非公開エリア

※２階ヴェランダは安全上、立ち入ることができません。
　室内から眺めていただくようお願いいたします。
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